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あけましておめでとうございます
歴史講座・史跡めぐり・特別展等の事業に加えて、調べごとの相談、講師の派遣（出前講座）、

「トライやる・ウィーク」の受け入れなど、本年も利用しやすい「開かれたれきみん」を

目指してまいりますので、気軽にご来館ください。

【TEL・FAX：0791-23-2961 MAIL：aioi-rekishi-minzoku@vesta.ocn.ne.jp】

〈資料紹介２２〉野瀬・賀茂神社の虎図絵馬

相生市野瀬の賀茂神社拝殿には、勇壮な２頭の虎が描かれた絵馬（縦 111cm、横 182cm）

が掲げられています。「奉納 花時天保十歳己亥九月 友祥堂 印 当所 伊助 伝右衛門」
き が い

の銘が見られ、奉納年月（1839年９月）と製作者「友祥堂」・奉納者「伊助」「伝右衛門」

の名がわかります。今年の干支にちなんで訪ねてみてはいかがでしょうか。
え と

なお、賀茂神社には、さらに古い神馬図絵馬（縦 121cm、横 146cm）「奉掛御神前 安

永二癸巳三月吉祥日 唐善画 印 当社氏」（1773年）も掲げられています。
き し

〈参考文献〉

佐々木泰彦 1987「絵馬」『相生市史』第４巻（相生市・相生市教育委員会）



〈連載 矢野荘－「中世あいおい」へのいざない－３〉矢野荘の成立
〈久富保の荘園化〉 藤原顕季は、天仁元年（1108）から播磨守を務めた長子の長実に久富保

あきすえ てんにん かみ ながざね ひさとみのほ

を譲りました。長 承２年（1133）に長実が没した後、久富保は女房二条殿を経て美福門院
ちようしよう びふくもんいん

（藤原得子）（長実の娘で鳥羽上皇に寵愛された）に譲られました。
と く し

大治４年（1129）から院政を開始した鳥羽上皇は荘園を抑制せず、むしろ積極的に認め
だ い じ

ようとしたようです。結果、荘園は何度かの寄進を経て膨大な院領荘園が形成されていき

ました。

〈矢野荘の成立〉 このような動向の中で、鳥羽院 庁に久富保の立券（荘園の成立を認める券文を作成
いんのちよう りつけん

すること）を求める申請が出されました。保延２年（1136）２月、院庁は播磨国衙（役所）に対し
ほうえん こ く が

て命令を出し、検 注（土地調査）を行って立券の手続きを行うことになっていましたが、飢饉
けんちゆう

の影響か、検注作業は進みませんでした。保延３年（1137）10 月、やっと検注終えて矢

野荘として正式に立券が完了しました。

〈矢野荘の範囲と田畠〉 矢野荘の範

囲は、右図のように現在の相生市域に

ほぼ重なるようです。

江戸時代中期にまとめられた 写 「白
うつし

河本東寺百合文書」よると、田畠 163

町２反 20代＊１、うち田は 105町２反 10

代＊２あったとされています。寺社の費

用を負担する仏神田が４町５反あり、

他に各種の免田もあったと思われます。

また、３ヵ所の野（将来開発を予定している荒野）

「雨打（雨内）野」「那波野」「佐方野」が
あまうち

あり、他に「莇野」と呼ばれる野も附
あ ぞ の

属していました。

耕地の多くは矢野川・小河川に沿っ
お う ご

た地域と両川が合流する若狭野盆地に

存在していたようです。

＊１ 約 185ha

＊２ 約 119ha

１ 町 ＝ 10 反 （段）＝ 1.13ha
ちよう たん

１反（段）＝ 360 歩＝ 11.3a
ぶ

１ 代 ＝約５歩
しろ

１歩＝方６尺＝ 3.15 ㎡

矢野荘の範囲（馬田 1984）
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